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２．用語集・略語集（ワードインデックス）

 
① 「地方・中小規模大学」の定義 

本研究では、地方・中小規模大学を以下のように定義している。 
 

 定義 

地方・中小

規模大学 

都市部（政令指定都市、東京都内）の大規模（在籍学生数が 2,000 人以上）な大

学を除く大学。

＜備考＞

・大学の立地場所については、「大学本部所在地」とする。

・学生数については、「平成 21 年度における学部学生数（大学院大学の場合は

大学院生数）」とする。 

 
②「知財活動」「知財活用」「知財戦略」の定義 

本研究では、これら各用語を以下のように定義している。 
 

 定義 

知財活動 知的財産の創出、保護、活用（発明の創造・保護から市場展開）に至るまでの一

連の行動。 

知財活用 
知的財産を産業界に移転してイノベーションの促進につなげる行動。

研究成果を知的財産権制度の利用などを通じて、効果のあるように使うこと。

即ち、研究成果が産業界に使われること、製品化されて市場に出ること。 

知財戦略 
大学が理念や目標を達成するために、知的財産の創出、保護、活用に関する取組

について、中長期的視点で資源（資金、人員など）を総合的に運用する計画・考

え方。 

 
③「ライフ系大学」の定義 

本研究では、ライフ系大学を以下のように定義している。 
 

 定義 

ライフ系

大学 単科大学のうち、医学系、歯学系、薬学系の学部を持っている大学。 
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３．参考資料（類型化別指標分析、類型化別クロス分析）

 
第1章 類型化別指標分析

本編第 2 部第 3 章までにおける各グループ別の集合値の傾向を補足するため、本章では、

各指標ごとに、類型化別上位 10 大学の数値を個別整理する。なお、各指標は対象大学の 2007
年度から 2009 年度までの総計を用いている。

第1節 特許出願件数（類型化別上位 10大学分布）
特許出願件数では、概して、類型化（1）、類型化（3）の大規模大学グループの件数が多く、

類型化（2）、類型化（4）の中小規模大学グループが少ない結果となっている。

なお、類型化（2）、類型化（4）のグループでは、件数の比較的多い大学と、少ない大学の

分布の偏りが大きいことがわかる（類型化（2）、類型化（4）の中小規模大学グループにおい

ては、それぞれ上位 2 大学以外は、2007-2009 年度で概ね 100 件未満の特許出願件数となっ

ている）。

 
図 1 特許出願件数上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第2節 特許権実施等件数（類型化別上位 10大学分布）
特許権実施等件数では、類型化（4）の上位 1 大学が大きな値を示しているが（大学院大学

が該当）、それを除くと、概ね類型化（2）と類型化（4）は同程度の件数分布となっている。

本編（P.63、図 2-3-22）において、類型化（2）が、特許権実施等件数で苦戦している可能

性があると述べたが、上記の通り、類型化（4）の上位 1 大学が当該グループの平均値を押し

上げていることに鑑みると、中小規模大学の多くは（類型化（2）、類型化（4）に属する大学

の多くは）、特許権実施等件数で苦戦している可能性が伺える。

 
図 2 特許権実施等件数上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第3節 特許権実施等収入（類型化別上位 10大学分布）
特許権実施等収入においても、前述の特許権実施等件数と同様に、類型化（4）の上位 1

大学が大きな値を示している。当該大学分を除くと、概ね類型化（2）と類型化（4）は同規

模程度の分布となっている。

特許権実施等収入でみると、類型化（1）が、概して大きな値となっていることがわかる。 

 
図 3 特許権実施等収入上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第4節 共同研究実績件数（類型化別上位 10大学分布）
共同研究実績件数では、類型化（1）、類型化（3）の大規模大学グループの件数が概して大

きいことがわかる（特に、類型化（3）の値が大きい）。逆に、類型化（2）、類型化（4）の中

小規模大学グループは、上位数大学を除けば、共同研究実績件数の値も小さいことがわかる。

類型化（3）、類型化（4）の地方都市グループが、類型化（1）、類型化（2）の中核市以上

グループよりも概して件数が多いことに鑑みると、地方大学が、地元企業との共同研究を積

極的に進めている可能性が伺える。

 
図 4 共同研究実績件数上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第5節 共同研究実績受入額（類型化別上位 10大学分布）
共同研究実績受入額で見ても、前述の共同研究実績件数と同様の傾向が見受けられる。特

に類型化（3）の上位大学の共同研究実績受入額が大きいことがわかる。

 
図 5 共同研究実績受入額上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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ちなみに、図 5 の金額を図 4 の件数で除し、共同研究単価（受入額／件数）として比較す

ると、図 6 の通りとなる。

共同研究単価では、類型化（2）、類型化（4）の中小規模大学グループの方が、類型化（1）、
類型化（3）の大規模大学グループよりも概して値が大きい傾向が見受けられる。

 
図 6 共同研究単価（受入額／件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第6節 受託研究実績件数（類型化別上位 10大学分布）
受託研究実績件数では、類型化（1）、類型化（3）の大規模大学グループの方が、類型化（2）、

類型化（4）の中小規模大学グループに比べて、概して件数が多い結果となっている。

 
図 7 受託研究実績件数上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第7節 受託研究実績受入額（類型化別上位 10大学分布）
受託研究実績受入額で見ても、受託研究実績件数と概ね同じ傾向が見受けられる。類型化

（1）を除き、受託研究実績受入額の大きな大学と、そうでない大学の分布の偏りが比較的大

きいことが伺える（上位大学と下位大学の受託研究実績受入額の差が大きい）。

 
図 8 受託研究実績受入額上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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ちなみに、図 8 の金額を図 7 の件数で除し、受託研究単価（受入額／件数）として比較す

ると、図 9 の通りとなる。

受託研究単価では、類型化（3）の上位 1 大学が大きな値を示している。当該大学を除くと、

前述の共同研究単価の場合と同様に、類型化（2）、類型化（4）の中小規模大学グループの値

が概して高い傾向がある。

 
図 9 受託研究単価（受入額／件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第8節 参考：規格化値での比較（類型化別上位 10大学分布）：2007-2009年度計
以降、参考値として、特定の指標で規格化した場合（例えば、特許権実施等収入を、特許

権実施等件数で除し、1 件あたりの値とした場合）の比較値を示す48。

 
図 10 （特許出願件数）／（共同研究実績件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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図 11 （特許出願件数）／（受託研究実績件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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48 規格化のための母数が小さいケースもあり（例えば、図 10 では、母数としている共同研究実績件数が数

件の場合があり）、ここではあくまでも、大学単位で見た場合の分布のばらつきを見るための参考値とし

てご覧頂きたい。 
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図 12 （特許権実施等件数）／（特許出願件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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図 13 （特許権実施等収入（千円））／（特許権実施等件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009

年度計 
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図 14 （共同研究実績受入額（千円））／（受託研究実績受入額（千円））上位 10 大学（類型化別）：

2007-2009 年度計 
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図 15 （大学発ベンチャー数）／（特許権実施等件数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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図 16 （特許出願件数）／（研究者数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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図 17 （特許権実施等件数）／（研究者数）上位 10 大学（類型化別）：2007-2009 年度計 
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第2章 類型化別クロス分析

第1節 中核市49以上にある大規模大学

類型化（１）「[人口 30 万人以上の都市に本部所在]かつ[学生数 2,000 人以上]」グループで

は、地方の国立大学や大規模私立大学の名が見られる。

図 18 より、宮崎大学、群馬大学、長崎大学は、研究者当たりの特許出願件数が多い。

図 19 より、金沢大学や香川大学が、研究者当たりの特許権実施等件数が多い。

 
図 18 研究者数・特許出願件数（中核市以上にある大規模大学） 

 

図 19 研究者数・特許権実施等件数（中核市以上にある大規模大学） 

 

                                                        
49 人口 30 万人以上は地方自治法による中核市の要件の一つである。厳密には、人口 30 万人以上であって

も、中核市でない市も存在するが、本研究では、便宜的に人口 30 万人以上の都市を中核市と呼ぶ。 
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図 20 より、長崎大学や金沢大学は、研究者一人当たりの特許権実施等収入が多い。

図 21 より、科学研究費補助金と特許出願件数には相関が見られる。その中で、宮崎大学

や近畿大学は科学研究費補助金当たりの特許出願件数が多い。

 
図 20 研究者数・特許権実施等収入（中核市以上にある大規模大学） 

 

図 21 科学研究費補助金・特許出願件数（中核市以上にある大規模大学） 
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図 22 より、岐阜大学、群馬大学、宇都宮大学、金沢大学は研究者当たりの共同研究実績

件数が多い。

図 23 より、熊本大学、岐阜大学、群馬大学は研究者当たりの共同研究実績受入額が多い。

 
図 22 研究者数・共同研究実績件数（中核市以上にある大規模大学） 

 

図 23 研究者数・共同研究実績受入額（中核市以上にある大規模大学） 
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近畿大学は、受託研究実績件数と受託研究実績受入額では上位となっている（図 24、図 25）。
多くの大学において、研究者一人当たりの受託研究実績件数は変わらないが（図 24）、研究

者一人当たりの受託研究実績受入額ではばらつきが見られる（図 25）。
 

図 24 研究者数・受託研究実績件数（中核市以上にある大規模大学） 

 

 

図 25 研究者数・受託研究実績受入額（中核市以上にある大規模大学） 
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図 26 より、久留米大学や近畿大学は受託研究実績受入額に対し、共同研究実績受入額が

少ない。反対に、群馬大学、中部大学、宇都宮大学、県立広島大学は受託研究実績受入額に

対し、共同研究実績受入額が多い。

図 27 より、和歌山大学、関西学院大学、大分大学は特許出願件数当たりの大学発ベンチ

ャー数が多い。

 
図 26 受託研究実績受入額・共同研究実績受入額（中核市以上にある大規模大学） 

 

図 27 特許出願件数・大学発ベンチャー数（中核市以上にある大規模大学） 
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第2節 中核市以上にある中小規模大学 
類型化（２）「[人口 30 万人以上の都市に本部所在]かつ[学生数 2,000 人未満]」グループに

は、医科大学が多く見られる。

図 28 と図 29 より、東京医科歯科大学と札幌医科大学以外の医科大学は、研究者当たりの

特許出願件数と特許実施等件数が少ない。このグループの中では、豊橋技術科学大学が研究

者当たりの特許出願件数と特許実施等件数が多い。

 
図 28 研究者数・特許出願件数（中核市以上にある中小規模大学） 

 

図 29 研究者数・特許権実施等件数（中核市以上にある中小規模大学） 
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図 30 より、札幌医科大学、東京医科歯科大学、豊橋技術科学大学、浜松医科大学が研究

者当たりの特許権実施等収入が多い。

図 31 より、聖マリアンナ医科大学、豊橋技術科学大学は、科学研究費補助金当たりの特

許出願件数が多い。

 
図 30 研究者数・特許権実施等収入（中核市以上にある中小規模大学） 

 

図 31 科学研究費補助金・特許出願件数（中核市以上にある中小規模大学） 
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図 32 と図 33 より、類型化（２）グループでは東京医科歯科大学と豊橋技術科学大学以外

の大学は、共同研究実績件数・共同研究実績受入額ともに少ない。

 
図 32 研究者数・共同研究実績件数（中核市以上にある中小規模大学） 

 

図 33 研究者数・共同研究実績受入額（中核市以上にある中小規模大学） 
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前頁の共同研究実績の結果に対して、多くの大学で受託研究実績件数と受託研究実績受入

額が高くなっている（図 34、図 35）。類型化（２）に所属する大学は、共同研究と比べて、

受託研究が活発に行われていると考えられる。

 
図 34 研究者数・受託研究実績件数（中核市以上にある中小規模大学） 

 

図 35 研究者数・受託研究実績受入額（中核市以上にある中小規模大学） 

 

－ 225 －



C M Y K

08_197-236.dsz Fri Feb 25 19:04:56 2011

図 36 より、多くの大学で受託研究実績受入額が共同研究実績受入額に比べて多い結果と

なっている。一方で、東京医科歯科大学、豊橋技術科学大学、聖マリアンナ大学は、受託研

究実績受入額に対し共同研究実績受入額の比率が高い。

図 37 より、光産業創成大学院大学、秋田県立大学、聖マリアンナ大学が、特許出願件数

当たりの大学発ベンチャー数が多い。

 
図 36 受託研究実績受入額・共同研究実績受入額（中核市以上にある中小規模大学） 

 

図 37 特許出願件数・大学発ベンチャー数（中核市以上にある中小規模大学） 
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第3節 地方都市にある大規模大学 
類型化（３）「[人口 30 万人未満の都市に本部所在]かつ[学生数 2,000 人以上]」グループに

は、地方の国立大学が多く見られる。

図 38 より、研究者当たりの特許出願件数でみると、信州大学が多い。

図 39 より、研究者当たりの特許権実施等件数でみると、信州大学のほかに、金沢工業大

学や岩手大学等が多い。

 
図 38 研究者数・特許出願件数（地方都市にある大規模大学） 

 

図 39 研究者数・特許権実施等件数（地方都市にある大規模大学） 
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図 40 より、信州大学、徳島大学、山梨大学が研究者当たりの特許権実施等収入が多い。

図 41 を見ると、筑波大学が科学研究費補助金当たりの特許出願件数が少ない。 
 

図 40 研究者数・特許権実施等収入（地方都市にある大規模大学） 

 

図 41 科学研究費補助金・特許出願件数（地方都市にある大規模大学） 
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図 42 と図 43 を見ると、筑波大学は、共同研究実績件数、共同研究実績受入額で共に上位

となっている。また、信州大学、山口大学、三重大学、徳島大学が研究者当たりの共同研究

実績件数や共同研究実績受入額が多くなっている。

 
図 42 研究者数・共同研究実績件数（地方都市にある大規模大学） 

 

図 43 研究者数・共同研究実績受入額（地方都市にある大規模大学） 
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図 44 より、金沢工業大学が研究者当たりの受託研究実績件数が多い。

図 45 より、山梨大学、信州大学が研究者当たりの受託研究実績受入額が多い。 
 

図 44 研究者数・受託研究実績件数（地方都市にある大規模大学） 

 

図 45 研究者数・受託研究実績受入額（地方都市にある大規模大学） 
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図 46 より、山梨大学は受託研究実績受入額に対して、共同研究実績受入額が少ない。反

対に、三重大学、山口大学は受託研究実績受入額に対し、共同研究実績受入額が多い。

図 47 より、岩手大学、筑波大学は、特許出願件数に対して大学発ベンチャー数が多い。 
 

図 46 受託研究実績受入額・共同研究実績受入額（地方都市にある大規模大学） 

 

図 47 特許出願件数・大学発ベンチャー数（地方都市にある大規模大学） 
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第4節 地方都市にある中小規模大学 
類型化（４）「[人口 30 万人未満の都市に本部所在]かつ[学生数 2,000 人未満]」グループに

は、医科系大学や工科系大学が多い。

図 48 より、研究者当たりの特許出願件数を見ると、奈良先端科学技術大学院大学、長岡

技術科学大学、北陸先端科学技術大学院大学などの工科系大学が多く、東京女子医科大学、

埼玉医科大学、岩手医科大学などの医科系大学は少ない。

図 49 より、奈良先端科学技術大学院大学の特許権実施等件数が多い。 
 

図 48 研究者数・特許出願件数（地方都市にある中小規模大学） 

 

図 49 研究者数・特許権実施等件数（地方都市にある中小規模大学） 
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図 50 より、特許権実施等収入においても、奈良先端科学技術大学院大学が多い。

図 51 より、科学研究費補助金当たりの特許出願件数は、高知工科大学や長岡技術大学が

多く、奈良県立医科大学や東京女子医科大学が少ない。

 
図 50 研究者数・特許権実施等収入（地方都市にある中小規模大学） 

 

図 51 科学研究費補助金・特許出願件数（地方都市にある中小規模大学） 
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図 52 と図 53 から、北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院大学、長岡技

術科学大学、北見工業大学などの工科系大学は、研究者数に対して共同研究実績件数・共同

研究実績受入額が多く、自治医科大学、東京女子医科大学などの医科系大学は研究者数に対

して共同研究実績件数・共同研究実績受入額が少ない。

 
図 52 研究者数・共同研究実績件数（地方都市にある中小規模大学） 

 

図 53 研究者数・共同研究実績受入額（地方都市にある中小規模大学） 
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図 54 と図 55 より、東京女子医科大学の受託研究実績件数・受託研究実績受入額が多い。 
 

図 54 研究者数・受託研究実績件数（地方都市にある中小規模大学） 

 

図 55 研究者数・受託研究実績受入額（地方都市にある中小規模大学） 
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図 56 より、東京女子医科大学は受託研究実績受入額に対して、共同研究実績受入額が少

ない。反対に、長岡技術大学、北見工業大学、高知工科大学は受託研究実績受入額に対し、

共同研究実績受入額が多い。

図 57 より、会津大学、岩手県立大学、高知工科大学は、特許出願件数に対して大学発ベ

ンチャー数が多い。

 
図 56 受託研究実績受入額・共同研究実績受入額（地方都市にある中小規模大学） 

 

図 57 特許出願件数・大学発ベンチャー数（地方都市にある中小規模大学） 
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